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史
の
交
差
点
①
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実
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産
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革
」
詳
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プ
ロ
ボ
ノ
と
は
何
か
（下
）

　今年７月に第67回軽井沢トップ・マネジ

メント・セミナーに登壇したフジワラテク

ノアート代表取締役副社長の藤原加奈氏

は、「実践『生産性改革』」のインタビュ

ーに応じ、中小企業が持続的に成長するた

めには、「特色を突き詰める」ことによっ

て競争力を高めることが重要になるとの考

えを示した。また、自律的な社員の育成や

エンゲージメントの向上のためのユニーク

な取り組みなどを紹介した。（詳報２面）

藤
原
氏
が
改
革
へ
の
旗
印

と
し
て
策
定
し
た
２
０
５
０

年
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
「
『
微
生
物
の
チ
カ
ラ

を
高
度
に
利
用
す
る
も
の
づ

く
り
』
（
＝
微
生
物
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
）
を
多
様
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
共
創
し
、
新
た
な

市
場
や
産
業
を
創
出
す
る
」

と
掲
げ
て
い
る
。

藤
原
氏
は
「
お
客
様
と
の

信
頼
関
係
を
守
り
続
け
る
使

命
や
、
日
本
の
食
文
化
の
大

事
な
部
分
を
支
え
る
責
任
感

を
果
た
し
な
が
ら
、
醸
造
業

界
に
も
っ
と
価
値
を
提
供
す

る
た
め
に
も
、
社
会
や
未
来

に
目
を
向
け
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
果
敢
に
挑
戦
し
た
い
と

考
え
た
」
と
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

の
狙
い
を
話
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
際
し
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術

の
棚
卸
し
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア

ー
ト
は
、
醸
造
工
学
、
微
生

物
培
養
な
ど
の
バ
イ
オ
プ
ロ

セ
ス
と
、
製
缶
溶
接
、
機
械

加
工
、
仕
上
げ
組
み
立
て
な

ど
の
も
の
づ
く
り
の
技
術
を

両
方
持
っ
て
い
る
こ
と
が
唯

一
無
二
で
あ
る
こ
と
を
再
確

認
で
き
た
と
い
う
。

藤
原
氏
は
「
中
小
企
業
の

持
続
的
な
成
長
の
た
め
に

は
、
自
社
の
特
色
を
突
き
詰

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

当
社
の
場
合
で
言
う
と
、
バ

イ
オ
プ
ロ
セ
ス
と
も
の
づ
く

り
の
技
術
を
掛
け
合
わ
せ
た

『
微
生
物
の
チ
カ
ラ
を
高
度

に
利
用
す
る
も
の
づ
く
り
』

が
強
み
で
あ
り
特
色
だ
」
と

話
す
。

自
社
の
技
術
を
再
定
義
す

る
こ
と
で
、
醸
造
機
械
メ
ー

カ
ー
と
い
う
従
来
の
枠
を
越

え
て
、
社
会
課
題
を
解
決
す

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
と
い
う
新
た
な
フ
ィ

ー
ル
ド
を
見
出
し
た
。
藤
原

氏
は
「
未
来
に
向
け
て
あ
る

べ
き
姿
を
し
っ
か
り
描
く
こ

と
も
大
事
で
あ
り
、
食
糧
問

題
や
環
境
問
題
な
ど
世
界
的

な
社
会
課
題
を
共
創
に
よ
っ

て
解
決
で
き
る
企
業
を
目
指

し
て
い
る
」
と
話
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め

に
は
、
自
律
的
に
考
え
、
行

動
す
る
社
員
が
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
集
団
と
し
て
成
長
し
て

い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
社
員
一
人

ひ
と
り
が
特
性
に
応
じ
た
専

門
性
を
磨
く
こ
と
が
重
要

だ
。
個
人
の
得
意
な
こ
と
や

や
り
た
い
こ
と
を
示
し
、
会

社
の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め

に
生
か
し
て
も
ら
う
た
め
、

社
員
一
人
ひ
と
り
の
５
カ
年

ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ
（
専
門
性

向
上
の
取
り
組
み
）
を
つ
く

り
、
オ
ー
プ
ン
に
し
た
。

ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現

し
て
い
く
カ
ル
チ
ャ
ー
を
生

み
出
す
に
は
、
そ
の
カ
ル
チ

ャ
ー
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
言
動

の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
を
言
語
化
し
た
行

動
指
針
と
し
て
「
フ
ジ
ワ
ラ

ウ
ェ
イ
」
を
策
定
し
た
。

こ
う
し
た
人
的
資
本
経
営

推
進
の
結
果
、
地
方
の
中
小

企
業
と
し
て
苦
心
し
て
い
た

採
用
状
況
は
大
き
く
改
善
し

た
。
キ
ャ
リ
ア
採
用
応
募
者

数
は
年
間
７
０
０
人
超
（
今

年
度
見
込
み
）
に
な
っ
た
。

平
均
キ
ャ
リ
ア
採
用
人
数
は

５
人
で
、
直
近
１
年
の
採
用

倍
率
は
１
０
０
倍
超
だ
。

藤
原
氏
は
「
大
手
勤
務
経

験
の
あ
る
高
度
人
材
の
採
用

が
増
加
し
、
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組

み
も
急
伸
し
て
い
る
。
３
年

で
21
個
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
・
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
内
製
型

Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
が
構
築
で
き

て
い
る
。
社
員
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
導
き
出
し

た
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
作
業
が

改
革
の
原
点
だ
」
と
手
ご
た

え
を
示
し
た
。

日
本
生
産
性
本
部
の
サ

ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
協
議

会
は
10
月
30
日
、
２
０
２

４
年
度
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
（
日
本

版
顧
客
満
足
度
指
数
）
の

第
３
回
調
査
結
果
と
し

て
、
７
業
種
84
企
業
・
ブ

ラ
ン
ド
の
顧
客
満
足
度
を

発
表
し
た
。
語
学
教
育
の

Ｅ
Ｃ
Ｃ
が
教
育
サ
ー
ビ
ス

で
初
の
１
位
と
な
っ
た
。

各
業
種
の
「顧
客
満
足
」

上
位
企
業
・
ブ
ラ
ン
ド
は

以
下
の
通
り
。

自
動
車
販
売
店
＝
１
位

レ
ク
サ
ス
店
（
80
・
６
）
、

２
位
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン

ツ
正
規
デ
ィ
ー
ラ
ー
（
75

・
４
）
、
３
位
ス
ズ
キ
の

正
規
販
売
店
／
Ｂ
Ｍ
Ｗ
正

規
デ
ィ
ー
ラ
ー
（
と
も
に

74
・
４
）
、５
位
マ
ツ
ダ
の

正
規
販
売
店
（
74
・
２
）。

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
＝
１
位

帝
国
ホ
テ
ル
（
82
・
４
）、

２
位
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

（
81
・
２
）
、
３
位
ホ
テ

ル
日
航
（
78
・
６
）
。
帝

国
ホ
テ
ル
は
16
年
連
続
で

１
位
。

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
＝
１

位
ド
ー
ミ
ー
イ
ン
（
81
・

１
）
、
２
位
リ
ッ
チ
モ
ン

ド
ホ
テ
ル
（
79
・
８
）
、

３
位
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル

（
78
・
６
）
、
４
位
ダ
イ

ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル

（
76
・
３
）
。

国
内
長
距
離
交
通
＝
１

位
ス
カ
イ
マ
ー
ク
（
77
・

２
）
、
２
位
ソ
ラ
シ
ド
エ

ア
（
76
・
８
）
、
３
位
ス

タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
（
76
・

４
）
、
４
位
Ｊ
Ａ
Ｌ
（
75

・
６
）
、５
位
Ａ
Ｎ
Ａ
（74

・
４
）
。
新
幹
線
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
は
東
北
新
幹
線

（
74
・
１
）
が
１
位
。

教
育
サ
ー
ビ
ス
＝
１
位

Ｅ
Ｃ
Ｃ
（
74
・
４
）
、
２

位
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
（
72

・
８
）
、３
位
ヤ
マ
ハ
（72

・
３
）
。

生
命
保
険
＝
１
位
都
道

府
県
民
共
済
（
79
・
７
）、

２
位
コ
ー
プ
共
済
（
79
・

２
）
、
３
位
こ
く
み
ん
共

済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
（
75
・
６
）、

４
位
オ
リ
ッ
ク
ス
生
命

（
74
・
１
）
、
５
位
ソ
ニ

ー
生
命
（
73
・
１
）
。

損
害
保
険
＝
１
位
ソ
ニ

ー
損
保
（
自
動
車
保
険
、

78
・
３
）
、
２
位
都
道
府

県
民
共
済
（
住
宅
・
火
災

保
険
、
73
・
８
）
、
３
位

Ｓ
Ｂ
Ｉ
損
保
（
自
動
車
保

険
、
72
・
８
）
、
４
位
セ

ゾ
ン
自
動
車
火
災
（
自
動

車
保
険
、
71
・
６
）
、
５

位
三
井
住
友
海
上
（
自
動

車
保
険
、
71
・
１
）
。

同
調
査
は
、
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
生
産
性
を
測
る
う

え
で
重
要
な
「顧
客
満
足
」

等
を
数
値
化
・
可
視
化
し

て
、
企
業
や
業
種
の
成
長

に
資
す
る
情
報
と
し
て
用

い
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

日
本
最
大
級
の
顧
客
満
足

度
調
査
と
な
っ
て
い
る
。
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生産性改革

トップ詳報

（ふじわら・かな）

慶應義塾大学卒業後、大

手食品メーカーに勤務。

大学４年時に父が急逝

し、専業主婦だった母が

社長に就任していたフジ

ワラテクノアートに２００５

年に入社。２０１５年に同社

取締役副社長に就任、２０

２１年より現職。２児の母。

　
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト
は
創

業
者
で
あ
る
曽
祖
父
が
１
９
３
３

年
に
創
業
し
た
老
舗
の
機
械
メ
ー

カ
ー
で
、今
年
91
年
目
を
迎
え
る
。

日
本
酒
、
醤
油
、
味
噌
な
ど
を
製

造
す
る
醸
造
機
械
が
主
力
で
、
同

様
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
会
社
は

日
本
に
２
社
し
か
な
い
。

　
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト
は
醸

造
の
各
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
す
る
技

術
や
装
置
を
確
立
し
、「醸
造
プ
ロ

セ
ス
を
産
業
化
す
る
」
ノ
ウ
ハ
ウ

を
強
み
と
し
て
い
る
。
特
に
醸
造

食
品
製
造
の
肝
と
さ
れ
る
麹
造
り

に
関
す
る
技
術
が
得
意
だ
。
蒸
し

た
米
や
大
豆
、
炒
っ
た
小
麦
に
麹

菌
と
い
う
微
生
物
が
生
え
る
こ
と

で
麹
と
な
り
、
麹
の
も
つ
酵
素
の

作
用
で
醤
油
や
日
本
酒
な
ど
が
つ

く
ら
れ
る
。
産
業
規
模
で
微
生
物

を
均
一
に
培
養
す
る
に
は
高
度
な

制
御
が
求
め
ら
れ
る
が
、
挑
戦
の

積
み
重
ね
で
そ
れ
を
実
現
し
た
。

　
主
な
販
売
先
は
、
日
本
全
国
の

日
本
酒
、
焼
酎
、
醤
油
、
味
噌
な

ど
の
醸
造
食
品
メ
ー
カ
ー
を
中
心

に
約
１
５
０
０
社
。
納
豆
、甘
酒
、

酵
素
な
ど
の
製
造
設
備
の
納
入
実

績
も
増
加
し
て
お
り
、
ア
ル
フ
ァ

化
米
（
非
常
食
）
や
製
粉
設
備
な

ど
一
般
食
品
業
界
に
も
展
開
し
て

い
る
。
国
内
の
機
械
製
麹
能
力
シ

ェ
ア
は
80
％
に
達
し
て
い
る
。

　
57
年
前
の
１
９
６
７
年
か
ら
醸

造
機
器
の
輸
出
を
開
始
し
て
お

り
、
現
地
ロ
ー
カ
ル
企
業
と
の
直

接
取
引
や
、
日
本
企
業
の
海
外
工

場
な
ど
海
外
27
カ
国
に
設
備
を
納

入
し
、
海
外
比
率
は
３
割
か
ら
４

割
に
上
る
。

　
提
供
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
実
践
し
て
い
る
の
は
フ
ル
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
の
も
の
づ
く
り
で
、

お
客
様
の
設
備
改
善
ニ
ー
ズ
や
最

新
の
技
術
を
柔
軟
に
採
用
し
て
い

る
。
効
率
を
求
め
る
な
ら
ば
標
準

品
が
適
し
て
い
る
が
、
長
く
使
っ

て
も
ら
う
設
備
と
し
て
は
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
注
文
品
の
ほ

う
が
良
い
。
ま
た
、
単
品
か
ら
プ

ラ
ン
ト
一
式
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
に
も
対
応
す
る
ト
ー
タ
ル
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
も
特
徴
だ
。
品
質

と
耐
久
性
に
も
優
れ
て
い
る
ほ

か
、
安
定
稼
働
ま
で
の
伴
走
、
ト

ラ
ブ
ル
時
の
緊
急
対
応
な
ど
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
も
徹
底
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
複
合
的
な
要
素
が

価
値
に
な
っ
て
、
お
客
様
に
評
価

い
た
だ
い
て
い
る
。

■
経
営
へ
の
共
感
で
生
産
性
向
上

　
経
営
を
承
継
す
る
覚
悟
を
決
め

た
時
、
ま
ず
手
を
付
け
た
の
が
人

事
制
度
の
刷
新
だ
っ
た
。
フ
ジ
ワ

ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト
の
新
人
事
制
度

基
本
方
針
は
、
資
格
級
ご
と
に
定

義
を
明
確
化
し
、
成
長
ス
テ
ッ
プ

を
提
示
、
会
社
の
戦
略
と
人
の
成

長
を
結
び
付
け
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
資
格
定
義
、目
標
設
定
、

評
価
、
処
遇
を
一
貫
さ
せ
、
市
場

競
争
力
の
あ
る
報
酬
に
向
け
て
見

直
し
を
行
っ
た
。

　
人
的
資
本
経
営
が
多
様
な
「個
」

の
躍
動
を
実
現
す
る
と
考
え
て
い

る
。
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト
の

人
的
資
本
経
営
の
キ
ー
フ
ァ
ク
タ

ー
は
、経
営
へ
の
共
感
の
醸
成
だ
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
バ
リ

ュ
ー
の
浸
透
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
社
員
が
腹
落
ち
す
る
ま
で
経

営
へ
の
共
感
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と

が
生
産
性
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

　
多
様
性
を
生
か
し
た
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
・
エ
ク
イ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
公
平
で
あ
り
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
が
意
見
を
言
え
る
レ
ベ
ル

ま
で
突
き
詰
め
る
こ
と
が
大
事

だ
。
内
発
的
動
機
（
内
面
に
湧
き

起
こ
っ
た
興
味
・
関
心
や
意
欲
に

動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
状
態
）
の

最
大
化
に
よ
り
、
や
ら
さ
れ
感
で

は
な
く
、
自
分
事
と
し
て
会
社
の

こ
と
を
考
え
て
、
動
け
る
社
員
を

育
て
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。

　
経
営
の
専
門
家
の
方
々
か
ら

「
１
５
０
人
の
組
織
で
よ
く
こ
こ

ま
で
や
っ
て
い
る
ね
」
と
言
わ
れ

る
が
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
自
律

的
に
動
く
こ
と
が
大
事
で
、
そ
う

い
う
社
員
が
い
る
会
社
が
伸
び
て

い
る
。
専
門
性
（
得
意
を
発
揮
す

る
）
、
利
他
心
（
思
い
や
る
）
、

挑
戦
心
（
失
敗
を
恐
れ
な
い
）
、

貫
徹
心
（
最
後
ま
で
や
り
き
る
）、

研
鑽
心
（
常
に
成
長
す
る
）
を
持

っ
て
い
る
の
が
当
社
に
と
っ
て
の

自
律
的
な
社
員
だ
。

　
自
律
し
た
「
個
」
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
ら
ず
、
組
織
と
し
て
連
結
し

て
い
る
こ
と
も
重
要
だ
。
そ
の
た

め
に
企
業
風
土
の
深
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
挑
戦
の
歓
迎
、
部

門
を
超
え
た
団
結
、
寛
容
性
の
あ

る
助
け
合
い
の
風
土
を
醸
成
し
て

い
く
。
さ
ら
に
、
業
務
改
革
ア
ク

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
で
よ
り
職
場
・
業
務
が
良
く
な

る
よ
う
改
善
行
動
を
起
こ
す
社
員

を
育
成
し
て
い
る
。

■
成
長
力
に
危
機
感

　
改
革
は
、
人
へ
の
投
資
と
経
営

戦
略
が
し
っ
か
り
つ
な
が
る
よ
う

に
意
識
し
て
進
め
て
い
る
。
２
０

１
６
年
に
経
営
理
念
を
刷
新
し
、

守
る
べ
き
こ
と
と
変
え
て
い
く
べ

き
こ
と
を
整
理
し
た
。
シ
ェ
ア
が

８
割
を
超
え
た
こ
と
で
、
逆
に
、

危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。
シ
ェ

ア
は
先
代
ま
で
の
努
力
で
あ
り
、

私
の
代
で
、
ど
の
よ
う
に
成
長
す

れ
ば
い
い
の
か
頭
を
悩
ま
せ
た
。

　
２
０
１
８
年
に
「
２
０
５
０
年

に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
「
微
生

物
の
チ
カ
ラ
を
高
度
に
利
用
す
る

も
の
づ
く
り
」
と
し
て
掲
げ
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
絵
に
描
い
た
餅
に
せ

ず
、
一
人
ひ
と
り
が
個
人
の
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め

に
、
四
つ
の
委
員
会
を
発
足
さ
せ

た
。
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
さ

ら
に
活
性
化
す
る
た
め
の
未
来
技

術
革
新
委
員
会
や
、
部
門
横
断
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
行
え
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
の
業
務
革
新
委
員

会
、
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
目
指

し
た
人
財
育
成
委
員
会
、
理
想
と

現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
Ｄ
Ｘ
委
員

会
だ
。
委
員
会
に
参
加
し
て
い
な

い
メ
ン
バ
ー
に
浸
透
さ
せ
る
た

め
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
た
各
部
の

あ
る
べ
き
姿
も
落
と
し
込
ん
だ
。

　
会
社
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に

抵
抗
感
を
感
じ
た
ベ
テ
ラ
ン
か
ら

反
対
の
声
が
上
が
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
社
員
向
け
に
自
社
の
提
供

価
値
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
私
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
役
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

自
社
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
聞
い
て
回
っ
た
。
（
＝
写
真
）

　
若
い
人
た
ち
は
自
社
の
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
機
能
的
価
値

を
挙
げ
る
声
が
多
く
、
ベ
テ
ラ
ン

は
「
お
客
様
の
期
待
以
上
、
期
待

を
超
え
て
や
っ
て
き
た
」
「
感
動

し
て
も
ら
え
た
」
な
ど
情
緒
的
な

意
見
が
多
か
っ
た
。

■
未
来
を
描
き
新
た
な
価
値
共
創

　
社
員
の
意
見
を
聞
き
、
確
信
し

た
こ
と
が
あ
る
。
価
値
を
し
っ
か

り
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
や
、
喜
び

と
感
動
を
提
供
で
き
る
会
社
に
す

る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
だ
。
「
喜
び
と
感
動
」
と
い

う
言
葉
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
に

も
入
っ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
じ
、
自
分
た
ち
の
仕
事
に

対
す
る
誇
り
や
や
り
が
い
を
再
認

識
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
改
革
の
成
果
に
よ
っ
て
、
や
り

た
か
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
進

ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
既
存
の
醸

造
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
次
世
代

化
し
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
る
。
　
　

　
そ
し
て
、
「
棄
て
る
」か
ら
「醸

す
」
へ
と
微
生
物
の
チ
カ
ラ
で
ア

ッ
プ
サ
イ
ク
ル
す
る
新
事
業
の
開

発
も
進
め
る
。
食
品
の
副
産
物
や

未
利
用
資
源
を
微
生
物
の
チ
カ
ラ

で
高
付
加
価
値
化
し
、
機
能
性
飼

料
、
機
能
性
食
品
、
機
能
性
素
材

へ
と
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
す
る
仕
組

み
づ
く
り
に
様
々
な
企
業
と
の
共

創
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
も
共

感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
増
え
、

社
員
も
集
ま
り
、
情
報
も
入
っ
て

く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
未
来
の
姿

を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
価

値
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

感
じ
て
い
る
。
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